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■ Google Bard（バード）：Google 製 ChatGPT 
 

先⽉に引き続き「⽣成 AI」のお話です。 
ChatGPT（チャット ジーピーティー）が社会に与えたインパクトにはびっくりです。政治家もや
っきになって（＝国家をあげて）、ChatGPT を含む「⾼度な AI」に対する防御姿勢を強めていま
す。 

これは完全に SF の世界だ 
と、（SF ファンの筆者）は感じています。 
「喋るコンピュータ」といえば、「2001 年宇宙の旅（A・C・クラーク 1968 年）」の
「HAL9000」、「⽉は無慈悲な夜の⼥王（R・A・ハインライン 1965 年）」の「マイク」などな
ど、50 年以上前から SF ⼩説に登場してきました。そして、 

知能を持ったコンピュータが暴⾛して、⼈類と戦争になる 
というストーリーは、映画「ターミネーター（1984 年 スカイネット）」そのもの。 
ChatGPT をみた各国⾸脳は、⾼度な AI が「社会をパニックに陥れる可能性が否定できない」と、
判断したのかもしれません。世の中が 

コンピュータの反乱によってディストピアになることはない 
という趣旨の声明をださなくてはならない。これはとんでもないことです。 
さて。つい先⽇、Google が⾃社製の⽣成 AI「Bard（バード）」を⼀般公開しました。 
 

 
図：バード（https://bard.google.com/）のウェブインターフェイス 

 
ChatGPT がバズったときに不思議だったのは、 

OpenAI (ChatGPT の作成元）が、さほど有名な会社ではない 
ということでした。 
AI という分野は「とんでもなくコンピュータの能⼒（処理速度、データ保管量など）を使う」分野
ですから、スタートアップがいくら VC から資⾦を調達してもたかが知れています。それに、AI の
技術者からみると、 

AI といえば Google と Facebook 
というのが常識。この２つの企業には、とてつもないコンピュータ能⼒と資⾦がありますね。「⽣
成 AI」という分野で初めて成果を出したのは Google でした。 
 
結局、Google は「⾃分たちの⽣成 AI をモロに社会に提⽰することを躊躇していた」のではないか
と推測します。社会を動揺させる＝政治家を動揺させる＝公聴会で袋叩きにあう、という「ロス」
について⼀番よく知っているのは彼らですので。 
その意味で、Bard の⼀般公開は、OpenAI が「寝た⼦（Google）を起こしてしまった」と⾔えると
思います。そして、やはり本命は Google と思われます。 


